
浜
商
工
会
を
訪
れ
、
被
災
現
場
を
視

察
、
安
住
商
工
会
長
か
ら
は
「
廃
業

や
退
会
を
希
望
す
る
会
員
が
続
出
し

て
い
る
」
と
の
情
報
を
受
け
、
宮
城

県
庁
で
は
「
全
国
連
と
し
て
国
に
強

く
支
援
策
を
要
望
し
て
い
く
が
、
県

と
し
て
も
商
工
会
へ
の
十
分
な
支
援

を
お
願
い
し
た
い
」
と
対
応
し
た
川

端
経
済
商
工
観
光
部
長
に
協
力
を
依

頼
し
た
。

全
国
の
商
工

会
か
ら
集
め
た
義

援
金
五
億
円
の
う

ち
、
宮
城
、
福
島

そ
れ
ぞ
れ
に
一
億

円
が
贈
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
、
全
国

連
で
は
関
係
省
庁

な
ど
に
一
時
金
支

給
と
無
利
子
融
資

制
度
の
創
設
を
要

望
し
て
い
る
。

な
お
、
富
山

県
連
で
は
、
宮
城

県
連
よ
り
要
望
の

あ
っ
た
パ
ソ
コ
ン

二
十
台
を
贈
呈
し

た
。
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国
に
無
利
子
融
資
制
度
の
創
設
と
、
早
期
の
一
時
金
支
給
を
要
望

石
澤
会
長 

被
災
地
訪
問

石
澤
義
文
会
長
は
、
四
月
十
一
日

～
十
二
日
の
両
日
、
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
宮
城
、
福
島
両
県
の
商
工
会
連
合

会
と
宮
城
県
庁
を
訪
問
し
た
。

田
子
福
島
県
連
会
長
、
天
野
宮
城

県
連
会
長
よ
り
被
害
状
況
と
要
望
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、
被

災
地
で
あ
る
宮
城
県
多
賀
城
・
七
ヶ

被災地を訪問し、天野宮城県連会長から被害状況を聞く石澤会長

石
澤
会
長 

被
災
地
訪
問

商工
春
秋
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
、
首
都

圏
を
中
心
に
計
画
停
電
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
生
活
・
産
業

が
制
限
を
受
け
、
首
都
圏
で
は
電

車
の
運
行
本
数
が
削
減
さ
れ
大
混

乱
し
、
こ
こ
富
山
で
も
、
車
両
の

消
耗
品
が
不
足
し
た
こ
と
で
運
行

が
間
引
き
さ
れ
影
響
を
受
け
ま
し

た
▼
懸
命
の
復
旧
活
動
や
全
国
的

な
節
電
協
力
に
よ
り
、
一
時
期
の

混
乱
は
収
束
を
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
震
災
へ
の
対
応
・
備
え
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
の
よ
う
な
電
力

不
足
に
対
し
て
は
、
我
々
が
日
常

的
に
省
エ
ネ
に
取
り
組
む
事
に

よ
っ
て
影
響
を
軽
減
さ
せ
る
事
が

出
来
る
は
ず
で
す
▼
無
駄
な
電
気

を
消
す
、
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度

を
控
え
る
、
階
段
を
使
う
な
ど
、

習
慣
化
出
来
る
事
が
直
ぐ
に
思
い

浮
か
び
ま
す
が
、
意
外
と
見
落
と

し
て
い
る
事
項
も
多
い
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
▼
商
工
会
で
は
事
業
者

の
省
エ
ネ
に
対
す
る
取
組
を
支
援

し
、
無
料
の
省
エ
ネ
診
断
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
専
門
家
の
視

点
か
ら
改
善
提
案
を
い
た
し
ま
す

の
で
、
是
非
検
討
さ
れ
て
み
て
は

▼
経
費
削
減
は
も
ち
ろ
ん
、
温
暖

化
防
止
、
大
切
な
地
球
環
境
の
保

全
に
繋
が
り
ま
す
。

〜
お  

礼
〜

　

会
員
を
は
じ
め
関
係
各

位
の
皆
様
よ
り
多
額
の
義

援
金
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
全
国
商
工
会

連
合
会
を
通
じ
て
、
被
災

地
域
の
商
工
業
者
の
皆
様

の
復
旧
等
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

富
山
県
商
工
会
連
合
会

　
　

会　

長　

石
澤　

義
文

２　県商工会青年部・女性部連合会通常総会
３　県商工労働部長に就任しての抱負、第 1 回富山県も

のづくり大賞
４　中小企業支援ネットワーク事業、経営安定特別相談

室、景況情報 1 〜 3 月期
５　ジャパンブランド取り組み報告、かなざわ商談会登

録事業所募集、販促ノウハウ
６　月刊　商工会　要約版
７　富山県中小企業大学校の案内
８　中小企業施策、富山県からのお知らせ、イベント案

内
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【
青
年
部
】

会　

長　

林　
　

紀
孝
（
南
砺
市
）

副
会
長　

高
平　

公
輔
（
立
山
舟
橋
）

　

〃　
　

高
見
健
太
郎
（
富
山
市
北
）

　

〃　
　

吉
田　

明
博
（
高
岡
市
）

　

〃　
　

雄
川　

泰
成
（
小
矢
部
市
）

【
女
性
部
】

会　

長　

夏
野　

麗
子
（
射
水
市
）

副
会
長　

細
川　

和
子
（
上
市
町
）

　

〃　
　

富
永
す
み
子
（
富
山
市
南
）

　

〃　
　

徳
永
た
つ
子
（
射
水
市
）

　

〃　
　

水
口　

芳
美
（
南
砺
市
）

　

富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
宮
窪
大
作
会
長
）
と
同
女
性
部
連
合

会
（
夏
野
麗
子
会
長
）
の
平
成
二
十
三
年
度
通
常
総
会
が
四
月
二
十
八
日
、

県
下
の
両
部
員
約
百
五
十
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　

本
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
青
年
部
連
合
会

長
に
林
紀
孝
さ
ん
（
新
、
南
砺
市
）、
女
性
部
連
合
会
長
に
夏
野
麗
子
さ

ん
（
再
、
射
水
市
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。

IM
P
U
LS
E

　P
rid
e

～
誇
り
あ
る
地
域
の
為
に
～

　

宮
窪
会
長
が
挨
拶
で
、
平
成

二
十
一
年
度
に
開
催
し
た
商
工
会

青
年
部
全
国
大
会
（
富
山
大
会
）

な
ど
の
県
青
連
事
業
へ
の
協
力
に

つ
い
て
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
、
商
工
会
法

施
行
五
十
周
年
統
一
事
業
と
し
て

実
施
し
た
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
全
国

大
会
等
の
実
施
事
業
の
報
告
が
承

認
さ
れ
、
経
営
知
識
の
更
な
る
習

得
等
を
重
点
目
標
と
し
た
事
業
計

画
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
議
事

終
了
後
、
佐
田
洋
さ
ん
（
入
善
町
）

山
口
尚
稔
さ
ん
（
富
山
市
南
）
高

田
憲
弘
さ
ん
（
高
岡
市
）
本
田
敏

さ
ん
（
南
砺
市
）
に
対
し
柳
川
賞

の
表
彰
授
与
が
行
わ
れ
た
。

～
富
山
を
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
～

　

夏
野
会
長
が
「
十
月
に
は
全
国
の

女
性
部
員
を
富
山
に
招
き
、
全
国
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
富
山
ら
し
い
大

会
を
目
指
し
、部
員
が
一
致
団
結
し
、

お
も
て
な
し
の
気
持
ち
で
運
営
に
あ

た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
女
性
部

員
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
。

　

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
で

は
、｢

パ
ノ
ラ
マ　

キ
ト
キ
ト　

富

山
発
！
素
敵
な
仲
間
と
の
出
会
い
～

広
げ
よ
う　

伝
え
よ
う　

き
ら
め
く

明
日
へ
～｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

る
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
の
開
催

な
ど
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
終
了
後
、
両
部

の
新
執
行
部
を
代
表
し
て
林
・
夏
野

両
会
長
が
就
任
挨
拶
を
行
っ
た
。
こ

の
後
、
来
賓
の
石
澤
義
文
県
商
工
会

連
合
会
会
長
、
上
田
順
子
県
商
工
労

働
部
次
長
よ
り
、「
女
性
部
全
国
大

会
を
、
女
性
部
だ
け
で
な
く
、
青
年

部
と
女
性
部
が
協
力
し
、
富
山
県
の

元
気
を
発
信
し
て
欲
し
い
」
と
激
励

の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

執行部の皆さん

再任された夏野会長

青
年
部
連
合
会

女
性
部
連
合
会

新
執
行
部

新任された林新会長
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石井知事より表彰を受ける森社長

エコセパレ分離・破砕機

広域指導課

こ
の
た
び
商
工
労
働
部
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
重
責
に
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
が
、
誠
心
誠
意
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
、
経
済
の
先
行
き
に

つ
い
て
は
、
生
産
活
動
の
停
滞
や
個

人
消
費
の
低
迷
に
よ
っ
て
厳
し
い
状

況
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
先
日
、
経

済
変
動
対
策
緊
急
融
資
に
「
特
別
枠
」

を
創
設
し
、
震
災
に
よ
る
経
営
状
況

悪
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
融
資
条
件

の
緩
和
や
対
象
要
件
の
追
加
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
、
二
十
三
年
度
予
算

に
お
い
て
同
融
資
の
拡
充
、
販
路
開

拓
の
支
援
や
新
卒
者
の
就
職
支
援
な

ど
様
々
な
施
策
を
盛
り
込
み
、
中
小

企
業
の
経
済
・
雇
用
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

富
山
県
は
日
本
海
側
屈
指
の
工
業

集
積
や
高
度
な
も
の
づ
く
り
技
術
な

ど
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
お

り
、
本
県
産
業
の
底
力
を
も
っ
て
す

れ
ば
、
こ
の
厳
し
い
状
況
も
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

特
に
本
県
の
中
小
企
業
は
、
県
内

企
業
の
太
宗
を
占
め
、
独
自
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
高
い
技
術
力
を
通
じ
、
固
有

の
分
野
で
独
占
的
な
強
み
を
持
つ
企

業
も
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
本
県

産
業
を
活
性
化
す
る
に
は
こ
う
し
た

中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
大

変
重
要
で
す
。

こ
の
四
月
に
は
、
県
内
も
の
づ
く

り
産
業
の
一
層
の
発
展
を
目
指
し
、

新
た
に
「
も
の
づ
く
り
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
」
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
中
小
企
業
の
技
術
開
発
の
支
援

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
今
後
と
も
「
元
気
と
や

ま
の
創
造
」
に
向
け
て
、
本
県
産
業

の
振
興
や
雇
用
の
確
保
・
安
定
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

日
頃
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
商
工
会
の
皆
様

方
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
尽
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
二
十
九
日
（
火
）
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
高
岡
に
お
い

て
、
第
一
回
富
山
県
も
の
づ
く
り

大
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
県
連

合
会
が
推
薦
し
た
株
式
会
社
エ
ム

ダ
イ
ヤ
の
「
エ
コ
セ
パ
レ
分
離
・

破
砕
機
」
が
、
特
別
賞
を
受
賞
し

た
。受

賞
し
た
製
品
は
、
廃
家
電
、

廃
車
両
部
品
な
ど
の
産
業
廃
棄
物

と
さ
れ
て
い
た
も
の
を
再
資
源
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、
粉

砕
と
分
離
の
工
程
を
一
台
の
装
置

内
で
行
う
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
刃

の
摩
耗
が
激
し
い
切
断
で
は
な

く
、
独
自
の
剥
離
技
術
を
用
い
る

こ
と
で
、
作
業
工
程
を
大
幅
に
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

剥
離
工
程
に
特
化
し
た
破
砕
・

分
離
技
術
は
非
常
に
独
創
的
で
あ

る
こ
と
や
、
産
業
廃
棄
物
の
再
資

源
化
に
対
す
る
期
待
が
ま
す
ま
す

高
ま
る
こ
と
か
ら
今
後
も
大
き
な

市
場
が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
が

評
価
さ
れ
受
賞
し
た
。

当
連
合
会
は
、
本
企
業
に
対
し

て
、
金
融
、
経
営
、
販
路
等
の
面

に
お
い
て
他
の
支
援
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
支
援
を
続
け
て
き
た
。

富
山
県
商
工
労
働
部
長　

荒あ
ら

木き　

勝ま
さ
る

富
山
県
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で

　
　
　

  

経
済
困
難
を
乗
り
越
え
る

富
山
県
商
工
労
働
部
長
に
就
任
し
て
の
抱
負
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県
連
合
会
で
は
、
本
年
度
も
中
小

企
業
者
の
皆
様
の
高
度
・
専
門
的
な

経
営
課
題
解
決
の
た
め
企
業
支
援
を

展
開
す
る
。「
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
」
と
し
て
幅

広
い
中
小
企
業
支
援
団
体
か
ら
な
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
中
部
経
済
産
業

局
を
中
心
に
構
築
。
支
援
機
関
の
連

携
強
化
と
支
援
能
力
向
上
を
目
的

に
、
中
小
企
業
者
の
皆
様
が
抱
え
る

様
々
な
経
営
課
題
解
決
へ
の
支
援
体

制
の
強
化
を
図
る
。

　

具
体
的
に
は
、

①
各
商
工
会
の
経
営
指
導
員
が
日
々

の
巡
回
や
窓
口
に
て
企
業
の
相
談

を
受
け
る
。

②
国
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
県
連
合
会
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

各
商
工
会
の
経
営
指
導
員
と
共
に

課
題
解
決
の
要
望
の
あ
る
企
業
を

訪
問
し
て
相
談
対
応
す
る
。

③
必
要
に
応
じ
て
中
小
企
業
診
断

士
・
弁
護
士
・
税
理
士
等
専
門
家

へ
繋
ぎ
高
度
・
専
門
的
な
経
営
課

題
の
解
決
に
対
応
す
る
。

④
各
商
工
会
の
経
営
指
導
員
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
専
門

相
談
例

・「
資
金
調
達
に
困
っ
て
い
る
」

・「
毎
月
の
返
済
が
苦
し
い
」

・「
金
融
機
関
が
返
済
条
件
変
更
に

応
じ
な
く
て
困
っ
て
い
る
」

・「
事
業
を
再
生
さ
せ
た
い
」

・「
売
掛
金
回
収
に
困
っ
て
い
る
」

・「
取
引
先
と
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ

て
い
る
」
な
ど

　

県
連
合
会
で
は
、
中
小
企
業
の

倒
産
を
回
避
す
る
た
め
の
事
業
と

し
て
「
経
営
安
定
特
別
相
談
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

家
と
共
に
企
業
へ
同
行
し
、
現
場

で
の
支
援
経
験
を
通
じ
て
個
々
の

指
導
能
力
向
上
を
図
り
、
支
援
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
継
続
的
な

支
援
を
展
開
す
る
。

主
な
支
援
課
題

①
経
営
革
新

②
地
域
資
源
活
用

③
農
商
工
連
携

④
新
連
携

⑤
創
業

⑥
事
業
再
生

⑦
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

⑧
事
業
承
継

⑨
も
の
づ
く
り
支
援

⑩
Ⅰ
Ｔ
活
用
経
営

⑪
知
的
資
産
経
営

⑫
海
外
展
開
・
国
際
化

⑬
転
業

⑭
そ
の
他

　

一
企
業
に
つ
き
最
大
三
回
ま
で
専

門
家
を
派
遣
で
き
る
。
支
援
を
希
望

さ
れ
る
方
は
最
寄
り
の
商
工
会
ま
で

ご
相
談
下
さ
い
。
厳
し
い
経
営
環
境

が
続
く
中
、
是
非
当
事
業
を
ご
活
用

下
さ
い
。

資
金
繰
り
困
難
な
ど
の
金
融

　

問
題
や
取
引
先
と
の
法
的
ト
ラ

ブ
ル
等
に
弁
護
士
・
税
理
士
・
中

小
企
業
診
断
士
等
の
専
門
家
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

ど
ん
な
相
談
で
も
早
い
段
階
で

の
相
談
が
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

経
営
安
定
相
談
室
の
相
談
は
無

料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
商
工
会

ま
た
は
県
連
合
会
の
相
談
窓
口
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

景
況
情
報
　
一
～
三
月
期

　

県
連
合
会
が
ま
と
め
た
一
月

～
三
月
期
の
景
気
動
向
調
査
に

よ
る
と
、
本
県
商
工
会
地
区
の

中
小
企
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

（「
好
転
」
｜
「
悪
化
」
企
業
割

合
の
差
）
は
、
前
回
調
査
（
十

月
～
十
二
月
）
に
比
べ
七
・
二
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
△
三
十
一
・
七
と

な
っ
た
。
な
お
、
来
期
は
二
・
一

ポ
イ
ン
ト
減
少
の
△
三
十
三
・
八

を
予
想
し
て
い
る
。

　

業
種
別
で
は
製
造
業
が

十
三・
三
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
０
・

０
、
建
設
業
が
二・
六
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
△
三
十
四・
六
、
小
売
業

が
十
八・
五
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
△

六
十
二・
九
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
横

這
い
の
△
二
十
八・九
と
な
っ
た
。

経
営
安
定
特
別
相
談
室

経
営
上
の
悩
み
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　

多
く
の
レ
ポ
ー
ト
が
ア
ジ
ア
富
裕

層
市
場
の
可
能
性
を
提
唱
し
て
お

り
、
そ
の
可
能
性
を
感
じ
事
業
に
挑

戦
し
た
訳
で
す
が
、
視
察
研
修
等
で

市
場
に
対
す
る
理
解
が
不
足
し
て
い

た
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
黒
部
の
名
水
を
、

中
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
で
ブ
ラ

ン
ド
育
成
し
、
そ
の
結
果
宇
奈
月
へ

の
来
訪
者
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

最
初
の
誤
解
は
、
あ
た
か
も
富
裕

層
が
群
れ
を
な
し
て
い
る
よ
う
な

印
象
で
い
た
が
、
裕
福
に
な
れ
た
の

は
個
々
の
強
烈
な
個
性
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
理
解
し
た
時
、
ア
プ
ロ
ー

チ
の
考
え
方
が
変
わ
っ
た
。
ま
ず

一
二
〇
％
満
足
し
他
の
成
功
者
に
も

自
慢
し
た
く
な
る
も
の
が
口
コ
ミ
で

普
及
す
る
と
言
う
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、
評
価
基
準
。
富
裕
層

の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
市
場
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
評
価
を
ト
レ
ー
ス
し
て

い
る
と
言
う
こ
と
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

評
価
の
高
い
も
の
が
売
れ
る
。
ｅ
社

の
水
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
評
価
に
加

え
有
名
女
優
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ
で
、
他

の
水
の
十
倍
の
価
格
で
も
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
て
い
る
が
、
黒
部
の
名
水
も

同
じ
戦
略
が
取
れ
る
か
。
少
な
く
と

も
製
品
説
明
に
英
語
も
付
け
欧
州
市

場
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
知
見
を
得
て
立
案
し
た

戦
略
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
名
水
か
ら
連
想
さ
れ
る「
瑞
々

し
さ
、
美
肌
、
鮮
度
」
を
全
て
の

名
水
ブ
ラ
ン
ド
に
当
て
は
め
た
上

で
。

一
、
黒
部
名
水
に
係
る
商
品
と
体
験

型
商
品
で
宇
奈
月
に
来
た
ア
ジ
ア

等
海
外
客
に
一
二
〇
％
の
満
足
を

体
験
さ
せ
る
。

二
、
満
足
を
物
語
と
し
て
製
品
説
明

に
活
か
し
、
富
裕
層
を
含
め
口
コ

ミ
し
や
す
く
す
る
。

三
、
口
コ
ミ
需
要
を
受
け
止
め
る
通

信
販
売
環
境
を
整
え
る
。

　

黒
部
ブ
ラ
ン
ド
と
言
え
ば
、「
鮮

度
と
美
肌
の
製
品
群
」
の
よ
う
な

市
場
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
取
り

組
み
を
長
期
に
わ
た
り
行
う
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
拠
点
が
重

要
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。

　かなざわ商談会とは、富山・石川・福井の商工会・
商工会議所が連携して行う完全事前予約型の商談
会で、エントリー（登録）していただければ、他のエン
トリー企業との商談のチャンスが提供されます。
　業種や業態、規模などに関わらず、北陸三県いず
れかの各商工会、商工会議所の会員であれば参加で
きます。

開 催 日●8月3日（水）～5日（金）
参加申込受付●4月11日（月）～6月3日（金）
商談会場●石川県地場産業振興センター新館1階
　　　　　コンベンションホール
料　　金●無料

申込は、金沢商工会議所中小企業相談所
　　　　専門指導課　℡076―263―1157

販路拡大 効果的な商談効果的な商談効果的な商談

かなざわ商談会登録事業所募集かなざわ商談会登録事業所募集かなざわ商談会登録事業所募集

　

売
上
を
伸
ば
し
た
い
！

　

売
上
を
増
大
さ
せ
る
為
、
様
々
な

販
促
ツ
ー
ル
を
活
用
し
展
開
し
て
い

る
も
の
の
、
な
か
な
か
結
果
に
結
び

付
か
な
い
と
悩
ん
で
い
る
企
業
は
少

な
く
な
い
。

　
『
販
促
』
と
一
言
で
い
っ
て
も
、

手
法
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
効
果
的

に
販
促
を
行
う
に
は
、
販
促
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
明
確
に
し
、
計
画
的
に
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え

た
ツ
ー
ル
と
し
て
、『
販
促
カ
レ
ン

ダ
ー
』
が
利
用
で
き
る
。
販
促
カ
レ

ン
ダ
ー
と
は
、
季
節
性
や
売
り
方
等

の
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
、
販
促
活
動

の
年
間
計
画
表
の
こ
と
で
あ
る
。

◆
販
促
カ
レ
ン
ダ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

①
目
的
が
明
確
に
な
る
。

②
効
果
測
定
を
行
え
る
。

③
複
数
の
販
促
策
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
、
相
乗
効
果
を
促
す
こ
と
が

で
き
る
。

④
タ
イ
ミ
ン
グ
を
外
さ
な
い
。

　

販
促
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
方
は
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
取
組
ん
で
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
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立山アルペン倶楽部　会員募集中！
入会金：2,000円（税込）　有効期間：入会年を含む3シーズン（11月30日まで）
運賃割引、ご宿泊やレストラン・売店での割引など特典つき！

〔お申込み・お問い合わせ〕 立山黒部貫光㈱運輸業務部内「立山アルペン倶楽部」事務局
　　　　　　　　　　　　  TEL 076-441-3000　http://www.alpen-route.co.jp/

こ
の
ペ
ー
ジ
は
全
国
商
工
会
連
合
会
が
毎
月
発
刊
す
る
、
地

域
を
結
ぶ
総
合
情
報
誌
　
月
刊
「
商
工
会
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
記
事
を
抜
粋
し
ま
し
た
。

対
談
　
商
工
会
に
期
待
す
る

　

対
談
者　

高
原
中
小
企
業
庁
長

官
・
石
澤
全
国
連
会
長

　

全
国
連
は
、
昨
年
十
一
月
に
全

国
大
会
に
お
い
て
、
中
小
・
小
規

模
企
業
の
資
金
繰
り
に
万
全
を
期

す
よ
う
要
望
の
声
を
強
く
上
げ
た
。

高
原
長
官
は
、
中
小
企
業
対
策
の

根
幹
を
な
す
資
金
繰
り
支
援
に
万

全
を
期
す
こ
と
が
不
可
欠
、
ま
た
、

意
欲
あ
る
地
域
を
応
援
す
る
事
業

も
用
意
し
て
い
る
が
、
国
の
施
策

を
広
く
隅
々
ま
で
普
及
す
る
に
は

行
政
の
力
の
み
で
は
限
界
が
あ
り
、

石
澤
会
長
が
力
を
入
れ
て
い
る
巡

回
訪
問
に
期
待
を
込
め
た
。

輝
け
商
工
会

　

今
回
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
赤
村

商
工
会
は
、
職
員
全
員
が
女
性
で

あ
り
、
女
性
パ
ワ
ー
で
村
名
に
ち

な
ん
だ
赤
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

全
国
展
開
事
業
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
ト
マ
ト
を
素
材
に
「
と
ま

と
わ
い
ん
」「
ト
マ
ト
酢
」
等
を
開

発
し
た
。

　

今
後
は
、
商
工
会
の
会
員
な
ど

の
有
志
に
出
資
を
募
り
会
社
設
立

す
る
予
定
で
あ
る
。

農
商
工
連
携
最
前
線

　

全
国
連
寺
田
専
務
理
事
は
、
福
岡

県
壱
岐
市
を
訪
問
し
、
幻
の
ミ
ツ
バ

チ
を
使
っ
た
農
商
工
連
携
に
取
り
組

ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
を
取
材
し
た
。

　

壱
岐
市
は
人
口
３
万
人
ぎ
り
ぎ
り

の
状
況
で
、
お
も
な
産
業
は
農
業
と

漁
業
、
観
光
業
。

　

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
全
国
各

地
で
は
西
洋
ミ
ツ
バ
チ
を
利
用
し

た
事
例
が
多
い
の
に
対
し
て
、
あ
え

て
日
本
ミ
ツ
バ
チ
を
選
択
す
る
こ
と

が
、
全
国
的
に
も
話
題
性
が
あ
る
と

考
え
、
勉
強
会
を
通
し
て
生
態
に
つ

い
て
研
究
。
農
事
組
合
法
人
を
設
立

し
、
フ
ァ
ン
ド
事
業
の
採
択
を
受
け
、

蜂
蜜
を
素
材
と
し
た
数
々
の
商
品
を

開
発
し
た
。

ニ
ッ
ポ
ン
の
も
の
づ
く
り
百
景

　

埼
玉
県
に
あ
る
田
島
軽
金
属
（
田

島
正
明
社
長
）
は
、
大
型
ア
ル
ミ
鋳

物
で
、
国
内
ト
ッ
プ
の
技
術
を
誇
る
。

こ
れ
ま
で
ア
ル
ミ
鋳
物
で
は
困
難

だ
っ
た
鋳
物
巣
を
極
小
化
し
た
鋳
物

製
造
技
術
を
開
発
し
た
。

　

優
れ
た
技
術
を
有
し
て
い
て
何
も

か
も
が
順
調
に
見
え
る
が
、
取
引

先
が
四
件
倒
産
し
た
こ
と
で
窮
地
に

陥
っ
た
時
も
あ
っ
た
。

　

同
社
は
、
自
社
の
高
い
技
術
を
生

か
し
て
海
外
に
市
場
を
求
め
、
昨
年

の
十
二
月
に
は
韓
国
企
業
と
業
務
提

携
を
行
っ
て
い
る
。

地
方
の
新
た
な
い
ぶ
き

　

一
橋
大
学
の
関
満
博
名
誉
教
授

は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
、
日
本

で
は
新
規
創
業
、
起
業
が
著
し
く
少

な
く
な
っ
て
い
る
中
、
唯
一
起
業
が

活
発
で
あ
る
「
農
村
女
性
起
業
」
に

注
目
し
た
。

　

大
分
県
佐
伯
市
（
旧
本
匠
村
）
に

は
、
地
域
に
希
望
と
勇
気
を
与
え

る
「
愛
の
里
工
房
」
と
「
な
の
は
な
」

と
い
う
起
業
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

　

両
グ
ル
ー
プ
と
も
、「
食
」
の
安
心
、

安
全
が
問
わ
れ
て
い
る
現
在
、
地
域

の
素
材
を
大
切
に
活
用
し
、
伝
統
の

食
文
化
に
光
を
あ
て
、
地
域
に
希
望

と
勇
気
を
与
え
て
い
る
。

「
加
工
特
産
品
」開
発
の
つ
ぼ

　

加
工
特
産
品
を
つ
く
ろ
う
、
あ
る

い
は
加
工
特
産
品
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り

組
も
う
と
思
っ
た
時
、
い
く
つ
か
の

壁
に
ぶ
ち
当
た
る
。

　

ま
ず
は
、
食
品
製
造
の
経
験
が
あ

る
場
合
と
な
い
場
合
で
は
違
う
が
、

一
体
、
何
を
作
れ
ば
売
れ
る
の
か
、

商
品
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
ば
な
い
と

堂
々
巡
り
が
始
ま
る
。

　

次
に
ど
う
や
っ
て
製
造
し
た
ら
よ

い
だ
ろ
う
か
と
言
う
こ
と
。
そ
れ
に

は
、
食
品
加
工
技
術
を
習
得
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

以
上
の
問
題
を
解
決
し
た
ら
い
よ

い
よ
製
造
で
あ
る
が
、
気
に
な
る

の
が
、
原
料
の
調
達
。
年
間
を
通
じ

て
一
定
の
品
質
の
原
料
が
必
要
と
な

る
。
そ
れ
を
ど
こ
か
ら
調
達
す
る
か

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
。

　

商
品
を
裸
で
売
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
こ
と
か
ら
、
品
質
を
保
つ
包
装

資
材
を
用
意
す
る
。
そ
れ
が
素
敵
で

あ
れ
ば
売
上
に
も
直
結
す
る
。

　

そ
の
他
に
も
注
意
す
る
点
が
い
く

つ
か
あ
る
が
、
案
外
、
農
家
の
お
母

さ
ん
グ
ル
ー
プ
に
学
ぶ
点
が
多
い
。

い
ろ
い
ろ
と
課
題
は
あ
る
が
、
加
工

特
産
品
開
発
に
は
一
定
の
手
法
が
あ

り
、
そ
れ
さ
え
習
得
す
れ
ば
そ
ん
な

に
難
し
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

商
工
会
の
歴
史
が
わ
か
る
。

商
工
会
五
十
年
史
を
発
刊
し
ま
し
た
。
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期　　日 研　　修　　科　　目

管

理

能

力

７月５日(火)    
開講式・オリエンテーション

自己紹介、説得力の向上と
コミュニケーションのとり方

６日(水) 変革期に求められるリーダーの考え方・役割

７日(木) 部下の指導・育成のすすめ方

12日(火) 問題発見と解決法
交流会 （宿泊研修）

13日(水) 現状分析と課題設定
～自己目標設定と行動計画の策定～

経
営
基
本
管
理

26日(火) 特許とブランドとは
～生き生き経営と知的所有権～

27日(水)

知っておきたい税務知識あれこれ

環境に調和した企業経営について

省エネルギー対策の実例紹介

８月18日(木) これだけは知っておきたい法律知識
～契約､手形､小切手､債権､債務､担保～

19日(金) 変貌する環境とリスクマネジメント
～リスクを見直して強い社内体制づくり～

労
務
管
理

８月25日(木)
日本型成果主義賃金・人事評価の確立をめざして
目標達成のマネジメントと人材マネジメント

26日(金)

期　　日 研　　修　　科　　目
経
営
基
本
管
理

９月６日(火) マネジメントゲーム
～模擬経営体験～
 （宿泊研修）７日(水)

財
務
管
理

27日(火) 財務分析の手法とその活用法
(財務管理の基礎)
～ケーススタディ～28日(水)

販
売
管
理

10月４日(火) 新時代のマーケティングと販売管理
経営戦略の立て方と顧客満足経営

５日(水)

財
務
管
理

25日(火) 経営把握のための計数管理
　利益計画･資金計画･原価管理
　・設備投資計画の立て方 26日(水)

総
　
合
　
研
　
修

11月１日(火)
経営戦略計画の策定
～ケーススタディ～

２日(水)

17日(木) 経営実態・自社経営分析
～ケーススタディ～
 （宿泊研修）18日(金)

24日(木) 研修成果と行動プラン策定、まとめ
～創造性を生かした企画・提案書のまとめ方～

24日(木) 修了式・懇談会

	

平成23年度　富山県中小企業大学校
●長期コ−ス　マネジメント能力開発研修カリキュラム　　会場　富山県中小企業センター・いこいの村磯波風（宿泊研修）

※日程、内容等については、講師等の都合により変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

●短期コ−ス　研修カリキュラム　　　　　　　会場　富山県中小企業センター・富山県高岡文化ホール（営業力強化コースのみ）

＜コ−ス名及び研修テ−マ＞
リーダー養成コース①
リーダーシップとコミュニケーション
＜日程＞ ６月 16 日・17 日・28 日・29 日（４日間）
＜主な内容＞
１．変化する時代のリーダーシップ
２．チームワークとリーダーシップ
３．効果的な部下育成
４．問題解決と目標管理
５．効果的な職場のコミュニケーション
６．表現力の向上を目指して
７．顧客満足とクレーム対応
８．時代の変化に対応できるリーダーとして

＜コ−ス名及び研修テ−マ＞
リ−ダ−養成コ−ス②B
女性リーダーのためのステップアップ講座

＜日程＞ 6 月 21 日・22 日（２日間）

＜主な内容＞

１．期待される女性リーダーの役割

２．職場におけるコミュニケーション

３．相手に合わせたコミュニケーション

４．チームメンバー指導育成のための
　　リーダーシップ

＜コ−ス名及び研修テ−マ＞
リ−ダ−養成コ−ス②A
女性リーダーのためのビジネスマナー講座
＜日程＞ 6 月 7 日・8 日（２日間）
＜主な内容＞
いまさら聞けないビジネスマナー
①印　　象　第一印象を決める三大要素
　　　　　　（笑顔　品格　挨拶）
②言語表現　正しい・間違った敬語
　　　　　　　　　　　　　　褒め言葉
③電話対応　基本チェック、取り次ぎ
④来客対応　席次のルールと応用
⑤その他のマナー

＜コ−ス名及び研修テ−マ＞
営業力強化コース①
パワフルな営業チームのつくり方
＜日程＞ ７月 21 日・22 日　８月４日・５日（４日間）
＜主な内容＞
１．激変する熾烈な販売競争で成果を上

げられる営業管理者とは
２．チームと部下の営業パワーを最大化さ

せるセールスマネージメントの徹底
３．パワフルな営業チームを作る現場指導

力の発揮と効果的な現場管理の進め方
４．やる気を引き出すコミュニケーショ

ン力の強化と燃えるチームづくり
５．チームと部下の営業力をアップさせる

セールスコーチングスキルの習得と活用
６．営業チーム・営業担当者の目標を達

成させるリーダーシップ
７．変革できる営業管理者になる

＜コ−ス名及び研修テ−マ＞
人材育成・労務管理コース
成果主義時代の人材マネジメントと組織
活性化
＜日程＞ ８月 25 日・26 日（２日間）
＊マネジメント能力開発コ−スと合同研修
＜主な内容＞
１．日本型成果主義賃金・人事評価制度
　　の確立をめざして
　・能力・成果主義賃金の設計と運用
　・人事評価システムとコンピテンシー
　　　　　　　　　　　　　　　　など
２．目標達成の人材マネジメントと
　　組織活性化
　・目標達成のためのやる気の創出と
　　組織活性化
　・OJT の進め方と自己変革目標達成
　　計画の作成・実行　など

＊●生産性向上コース①（９月）
　●営業力強化コース②（10 月）
　●高収益追及のための財務分析コース（10 月）

の 3 コースについては 7 月に、
　●生産性向上コース②（２月）
　●中小企業の経営戦略コース（２月）
　の 2 コースについては 11 月に、それぞ

れあらためて詳細をお知らせします。

＜お問い合せ先＞
富山県商工会連合会　広域指導課
住 所 ／ 富山市赤江町１番７号
TEL／076（441）2716
FAX／076（433）8031
URL ／ http://www.shokoren-toyama.
　　　  or.jp/~daigaku/

〈電卓持参〉 

〈電卓持参〉 

〈電卓持参〉 

〈電卓持参〉 

〈電卓持参〉 
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【富山県からのお知らせ】

買い物弱者支援施策の紹介及び募集
　買い物弱者支援にむけた取組みを実施しています！

＜募　集＞
●買い物サービス支援モデル事業
　買い物困難地域での買い物弱者の生活利便性を向上
させる事業に対して補助します。
　補助内容　対象経費の１/３以内（上限50万円）
　募集期間　5月20日（金）まで
※詳細については、商業まちづくり課へお問い合わせく
　ださい。

例えば…
・商店の無くなった集落周辺で行うミニスーパー事業
・NPO等が御用聞きを行い、商店街の商品を配達する
宅配事業
・農業者等が小売事業者と協力して取り組む移動販売事業
・スーパーが交通事業者と協力して運行する買い物支
援バス事業　　など
問合せ先■県商業まちづくり課（TEL：076－444－3253）

企業の教育訓練を支援します！！

熟練技能者出前講座事業のご案内
　人材育成に意欲のある企業が自ら企画･立案した一定レベル以上の教育訓
練（社員のスキルアップや生産技術向上）に対して支援します。
（１）対象企業
　自ら教育訓練を企画・立案する県内のものづくり系企業（10社程度）
　（例　機械･金属、プラスチック、電気･電子 等の製造業種）　　
（２）支援の内容
教育訓練に係る講師（社外）について、県が斡旋等を行い、その講師に係る
費用を県が助成します。（次の標準的な訓練で、講師1時間当たり2,700円、
1社当たり10万円が上限額）

（３）本事業での標準的な教育訓練
　●期　　　　間：４日間程度（1日あたり8時間程度）
　●場　　　　所：当該企業内
　●人　　　　数：５名程度（１教育訓練あたり）
　●カリキュラム：企業が自主的に作成
（教育訓練のレベルは、機器の操作法等の基礎的な内容より上のレベルとする。）

※上記の標準的な教育訓練に準拠するのではなく、各企業で自由にカリキュラムを設
定することができます。詳細は、県職業能力開発課（人材育成係）にご相談願います。

申込・問い合わせ先
〒930-8501　富山市新総曲輪1-７
富山県商工労働部 職業能力開発課 人材育成係
TEL：076-444-3259　FAX：076-444-4406

新規
買い物弱者支援施策の紹介及び募集

ふれあい青空市「やまだの案山子」

庄川観光祭

津沢夜高あんどん祭

菅沼合掌集落ライトアップ

なりひら風の市

風の盆ステ－ジ

第51回薬師岳夏山開き登頂会

だまし川のほたるとかっぱ村祭り

市姫さんど

仁歩ほたる祭り

6月　土曜・日曜

６／４（土）～５（日）

６／３（金）～４（土）

６／４（土）

６／１１（土）

６／１１（土）･２５（土）

６／１１（土）～１２（日）

６／１２（日）

６／１９（日）

６／２５（土）

ふれあい青空市
「やまだの案山子」運営委員会

庄川観光祭実行委員会

小矢部市商工会津沢支所

五箇山観光総合案内所

なりひら風の市実行委員会

越中八尾観光協会

大山観光協会

道の駅　福光

上市町商工会

ほたるの館

076-457-2333

0763-82-1901

0766-61-2356

0763-66-2468

076-455-3181

076-454-5138

076-481-1900

0763-52-4100

076-472-0716

076-458-9111

イベント名 開 催 日 お問合せ先

6 月月各地の

高
品
質
で
美
味
し
い
富
山
米
を
消
費
者
に
届
け
よ
う
!!

「
５
月
15
日
を
中
心
と
し
た
田
植
え
の
実
施
」に
ご
協
力
を

とやま新事業創造基金 農商工連携・地域資源ファンドによる支援制度の紹介
農商工連携ファンド 地域資源ファンド

中小企業者と農林漁業者とが連携して行う新商
品・新サービス開発事業や販路開拓事業に対して、
助成します。

富山ならではの地域資源を活用した新商品開発等
に取組む中小企業者へ資金面で支援します。

対象者
①創業を行う者又は経営の革新を行う中小企業者
　と農林漁業者との連携体
②自ら事業を行うＮＰＯ等の中小企業者以外の者
　と農林漁業者との連携体

富山県内に本社を持つ中小企業者

助成金額等
助成率　１/ ２　　上限額　600 万円
助成期間　最長 3 年

助成率　１/ ２　　上限額　600 万円　
助成期間　最長 3 年

問合せ先
　㈶富山県新世紀産業機構　TEL 076−444−5605
　富山県　経営支援課　　　TEL 076−444−3249

　富山県商工会連合会　TEL 076−441−2716
　県下商工会


